
■
日
時　

10
／
10  

（土）
10

：

00
〜
15

：

00

■
場
所　

ル
ネ
ッ
サ
な
が
と

■ 

内
容　

春
風
亭
正
朝
さ
ん
（
落

語
家
・
山
口
ふ
る
さ
と
大
使
）

に
よ
る
講
演
、
分
科
会
、
俵
山

子
ど
も
歌
舞
伎
に
よ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
、手
づ
く
り
体
験
（
木

工
、
ハ
ー
ブ
）、
特
産
品
の
バ

ザ
ー
な
ど

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

山
口
県
男
女
共
同
参
画
課

℡
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
６
３
０

‐
10
月
は
『
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
』‐

と
も
に
輝
く
社
会
を
め
ざ
し
て

■
募
集
人
員 　

２
人
程
度

■ 

委
員
の
任
期

　

 

２
年
（
平
成
21
年
11
／
１
〜
23

年
10
／
31
）

■
応
募
資
格

　

 

市
内
在
住
で
応
募
時
に
満
20
歳

以
上
の
人

■
応
募
期
間　

10
／
１
（木）
〜
15  

（木）

■ 

応
募
方
法

　

 

市
役
所
本
庁
総
合
受
付
、
各
支

所
総
合
窓
口
課
備
え
付
け
の
応

募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
提
出
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

■ 

決
定
方
法　

選
考
に
よ
り
決
定

し
ま
す

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ

〒
759
‐
4192 
長
門
市
東
深
川
1339
‐
２

　

企
画
政
策
課 

市
民
活
動
推
進
室

℡ 

23
‐
１
１
１
５

Fax 

22
‐
６
３
４
５

　

男
女
が
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
願
い
で
あ
り
、
活
力
に
満
ち
た

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
源
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
と
推
進
に
必
要
な
事
項
の
調

査
や
審
議
を
行
う
た
め
に
、「
男
女
共
同
参
画
審
議
会
」
を
設
置
し
て
お

り
、
そ
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

長
門
市
男
女
共
同
参
画
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
？

　

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ

れ
、
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
自
分
の
意

思
と
責
任
で
生
き
方
を
選
択
し
、
社

会
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
こ
と
で
す
。

　

平
成
11
年
に
制
定
さ
れ
た
「
男
女

共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
に
お
い
て

は
、「
男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構

成
員
と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ

て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る

　

長
門
市
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
実
現
の
た
め
、
長
門
市
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
（
平
成
21
年
４
月
１
日
施
行
）
を
制
定
し
、
10
月
を
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間

と
定
め
ま
し
た
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
の
基
本
は
、
み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
「
鈴
と
、
小
鳥
と
、
そ
れ

か
ら
私
、み
ん
な
ち
が
っ
て
、み
ん
な
い
い
。」
に
も
あ
る
よ
う
に
、お
互
い
を
認
め
合
い
、

と
も
に
生
き
よ
う
と
す
る
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
で
す
。

　

こ
の
月
間
に
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
あ
る
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

活
動
に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ

れ
、も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、

経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益

を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、

と
も
に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」
と

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、

誰
も
が
い
き
い
き
と
活
躍
で
き
る
活

力
あ
る
社
会
の
源
で
あ
り
、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
ほ
か
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

な
ど
の
民
間
団
体
に
お
い
て
も
様
々

な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

長
門
市
に
お
い
て
も
、
男
女
共
同

参
画
推
進
条
例
に
基
づ
き
、
各
種
啓

発
活
動
の
ほ
か
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
開
催
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
、
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

認め合い 男
ひ と

女 が織り成す   笑みのまち
「長門市男女共同参画推進月間」啓発標語／作：木村ひろみさん（日置上茅刈）　

〜
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
〜

男女共同参画社会って…

職場では
男女が性別にかかわらず、
個性と能力を十分に発揮で
きる機会が均等に確保され、
仕事と家庭や地域活動との
両立ができる。

家庭では

男女が対等なパートナーと

して助け合い、家事・育児・

介護などを担う。

学校では
生徒の個性が尊重され、進
学や就職などでも、それぞ
れの生徒の能力や適正に合
わせていろいろな選択がさ
れる。

地域では

男女が共に地域活動に積極

的に参画し、互いに支え合

う地域づくりが進められる。

男性も女性も、意欲に応じて
あらゆる分野で活躍できる社会！
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